
　
岡
山
県
立
林
野
高
校
は
、
２
０
１
７
年
度

か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
年
次
進
行
で
導
入

し
、
21
年
度
に
岡
山
県
教
育
委
員
会
「
１
人

１
台
端
末
活
用
推
進
事
業
」
の
指
定
を
受
け

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
推
進
し
て
き
た
。
文

部
科
学
省
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ
ス
ク
ー
ル

事
業
」
の
指
定
を
受
け
た
23
年
度
は
、「
日

本
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
校
と
し

て
、
様
々
な
場
面
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
実
現
す
る
」

を
重
点
目
標
の
１
つ
に
掲
げ
て
、
取
り
組
み

の
深
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
生
徒
も
教
師
も
日
常
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
て
い
る
同
校
は
、
生
徒
が
情
報
・
デ
ー
タ

を
深
い
学
び
や
課
題
解
決
に
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
、
情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
力
を
注
い

で
い
る
。
そ
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
土

台
と
な
る
の
が
「
情
報
Ⅰ
」
だ
。
他
教
科
や

総
合
的
な
探
究
の
時
間
と
の
連
携
を
意
識
し

て
、
１
年
次
１
学
期
か
ら
、
官
公
庁
の
統
計

デ
ー
タ
な
ど
を
用
い
て
、
グ
ラ
フ
の
特
徴
を

読
み
取
っ
た
り
、デ
ー
タ
の
特
徴
を
分
か
り

や
す
く
表
す
グ
ラ
フ
を
作
成
し
た
り
と
、デ
ー 

タ
の
捉
え
方
や
可
視
化
の
方
法
な
ど
を
指
導

し
て
い
る
（
図
１
）。
情
報
科
の
酒
本
真
一

郎
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
学
習
指
導
要
領
に
は
、
学
習
の
基
盤
と

な
る
資
質
・
能
力
の
１
つ
と
し
て
、
情
報
活

用
能
力
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本

校
の
生
徒
は
グ
ラ
フ
を
読
み
解
く
こ
と
を
苦

手
と
し
て
い
た
り
、
各
教
科
で
グ
ラ
フ
を
読

み
解
く
活
動
は
あ
っ
て
も
、
グ
ラ
フ
を
作
成

す
る
活
動
が
少
な
か
っ
た
り
と
い
っ
た
状
況

で
し
た
。
デ
ー
タ
は
、
受
け
取
り
方
に
よ
っ

て
意
味
や
価
値
が
変
わ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

自
分
が
デ
ー
タ
を
読
み
取
っ
て
分
析
し
た
こ

と
を
、
明
確
に
伝
え
ら
れ
る
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
」

● グラフを読み取る力を育成する問題
•官公庁の白書に記載されている資料やデータから読み取れることを、
選択肢の中から選ぶ（授業の冒頭の５〜８分間で取り組む）。

● データの特徴を分かりやすくするグラフを作成する問題
•家計調査の品目別都道府県庁所在市及び政令指定都市ランキング
のデータをグラフ
化し、そこから推
測できることを考
察する。

図１ 「情報Ⅰ」で行う情報活用能力を育成する活動例

＊学校資料を基に編集
部で作成。

生徒の考察

２
年
次
主
任

山
田
雅
之 

や
ま
だ
・
ま
さ
ゆ
き

同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
み
ま

さ
か
学
担
当
。
国
語
科
。

進
路
指
導
課
長

瀬
田
幸
一
郎 

せ
だ
・
こ
う
い
ち
ろ
う

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
理

科
（
化
学
）。

教
務
課

酒
本
真
一
郎 

さ
か
も
と
・
し
ん
い
ち
ろ
う

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
情
報

科
、
商
業
科
。

１
年
次
主
任

石
井
大
祐 

い
し
い
・
だ
い
す
け

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
み
ま

さ
か
学
担
当
。
地
理
歴
史
科
（
日

本
史
）。

３
年
次
主
任

日
裏

　耕 

ひ
う
ら
・
こ
う

同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
保
健

体
育
科
。

課題解決につながる情報活用能力を、
探究学習を軸として実践的に育成

岡山県立林野高校
「私は授業を持ち歩く」をコンセプトに、ＩＣＴの活用を推進している岡山県立林野高校。

生徒は、学習の基礎となる情報活用能力をどのように身につけ、
授業や部活動などで情報・データをどのように活用して学びを深めているのか、その実践を紹介する。

情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
注
力
す
る

１
人
１
台
端
末
活
用
の
先
進
校

設
立
　
１
９
０
８
（
明
治
41
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
１
２
０
人

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
鳥
取

大
、
岡
山
大
、
香
川
大
、
島
根
県
立
大
、
周
南
公
立
大
に

８
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
京
都
産
業
大
、
立
命
館
大
、

龍
谷
大
、
関
西
大
、
近
畿
大
、
関
西
学
院
大
、
甲
南
大
、

岡
山
理
科
大
、
就
実
大
な
ど
に
延
べ
１
２
４
人
が
合
格
。

短
大
・
専
門
学
校
進
学
40
人
。
就
職
10
人
。

学
校
概
要

生徒の利活用
実践事例

教師の利活用
実践事例

取
り
組
み
の
背
景
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生
徒
が
情
報
活
用
能
力
を
大
き
く
伸
ば
す

活
動
が
、
１
〜
３
年
次
の
総
合
的
な
探
究
の

時
間
と
、２・３
年
次
の
学
校
設
定
教
科「
み 

ま
さ
か
学
」だ
。い
ず
れ
も
地
域
に
イ
ノ
ベ
ー 

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、

生
徒
が
課
題
を
設
定
し
て
、
課
題
の
解
決
策

を
地
域
に
提
案
・
実
践
す
る
探
究
学
習
に
取

り
組
む
教
科
だ
。

　
み
ま
さ
か
学
担
当
の
石
井
大だ

い
す
け祐
先
生
は
、

探
究
学
習
に
お
け
る
情
報
・
デ
ー
タ
の
活
用

の
重
要
性
を
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

　「
生
徒
が
設
定
す
る
課
題
は
、『
美
作
市
に

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
た
い
』
と
い
っ
た
漠

然
と
し
た
も
の
に
な
り
が
ち
で
、
課
題
の
解

決
策
を
根
拠
に
基
づ
い
て
立
案
す
る
こ
と
も

苦
手
で
す
。
課
題
に
も
解
決
策
に
も
根
拠
と

な
る
デ
ー
タ
が
あ
る
こ
と
で
、
地
域
の
人
は

生
徒
の
話
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
ま
す
し
、
納

得
す
れ
ば
実
現
に
向
け
て
動
き
出
し
て
く
れ

ま
す
。
デ
ー
タ
の
重
要
性
を
、
生
徒
は
探
究

学
習
を
通
し
て
身
を
も
っ
て
理
解
す
る
の
で

す
」

　
現
在
は
人
口
や
産
業
、
観
光
な
ど
に
関
す

る
様
々
な
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
（
＊
１
）
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
２
年
次
の
「
み
ま
さ
か
学
Ⅰ
」

で
は
、「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
地
域
経
済
分
析
シ

ス
テ
ム
）」
で
人
口
動
態
や
経
済
循
環
図
な

ど
を
活
用
し
な
が
ら
デ
ー
タ
分
析
の
視
点

や
方
法
を
学
ぶ
場
を
設
け
て
い
る
（
図
２
）。

そ
の
中
で
、
情
報
・
デ
ー
タ
を
正
し
く
読
み

取
り
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
課
題
を
設
定
し

た
り
、
自
治
体
や
企
業
な
ど
へ
の
提
案
を
考

え
た
り
と
、
生
徒
は
自
分
の
行
動
の
根
拠
や

手
段
と
し
て
、
情
報
・
デ
ー
タ
を
活
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
美
作
市
へ
の
提
案
を

見
て
い
こ
う
。「
空
き
家
の
再
生
」
を
課
題

に
し
た
グ
ル
ー
プ
は
、
市
が
サ
イ
ク
リ
ン
グ

の
環
境
整
備
を
推
進
し
て
い
る
点
に
着
目
。

社
会
生
活
基
本
調
査
や
国
勢
調
査
の
結
果
か

ら
も
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
増
加
中
だ
と
分
か
っ

た
。
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
だ
け
で
は
解
決
策
を

立
案
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト

に
聴
き
取
り
調
査
を
実
施
。
そ
の
意
見
を
基

に
、
空
き
家
を
カ
フ
ェ
兼
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と

す
る
計
画
を
立
て
た
（
図
３
）。
そ
の
提
案

は
見
事
、
市
に
採
用
さ
れ
た
。

　
２
年
次
主
任
の
山
田
雅
之
先
生
は
、
生
徒

に
デ
ー
タ
の
重
要
性
を
意
識
さ
せ
る
プ
ロ
セ

ス
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
探
究
の
過
程
で
は
、『
な
ぜ
、
観
光
客
の

増
加
が
見
込
め
る
の
か
』
な
ど
と
、
教
師
は

生
徒
に
『
な
ぜ
』『
ど
う
し
て
』
と
徹
底
的
に

問
い
か
け
ま
す
。
生
徒
は
、
私
た
ち
か
ら
の

問
い
に
答
え
ら
れ
な
い
こ
と
や
、
採
算
が
合

わ
な
い
か
ら
と
企
業
か
ら
提
案
が
却
下
さ
れ

る
シ
ビ
ア
な
経
験
を
通
じ
て
、
デ
ー
タ
の
重

要
性
を
強
く
実
感
し
ま
す
」

＊１　機械判読に適したデータ形式で、二次利用が可能な利用ルールに基づいて公開されたデータのこと。国や自治体が公開する人口や経済、教育などに関する統
計データ、大気汚染や水質、気候などに関する環境データ、交通量や交通事故などに関する交通データなど、様々なデータが公開されている。

図２「みまさか学」での情報活用能力の育成

＊図２・３ともに、学校資料を
基に編集部で作成。

国勢調査などから
課題を考察

市の施策を調べて、
解決策の方針を立てる

ターゲットに聴き取り
調査し、需要を探る

データの分析とフィール
ドワークの結果を総合
して解決策を立案

図３「空き家の再生」を課題にしたグループの提案

美作市と他地域の人口動態や経済
循環図を比較する活動を通じて、
データから課題を捉える方法を学ぶ

地域の人たち
に提案

ここまでできる！　情報・データの利活用
実践者と共に考えるガイドライン 

特集

探究学習で
データを
駆使して

地域の課題を
解決

「
な
ぜ
」と
根
拠
を
問
わ
れ
る
中
で

デ
ー
タ
の
重
要
性
に
気
づ
く
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生
徒
に
よ
る
情
報
・
デ
ー
タ
の
利
活
用
が

進
む
ほ
ど
重
要
に
な
る
の
が
、
情
報
モ
ラ
ル

の
育
成
だ
。
特
に
、
調
べ
学
習
な
ど
に
生
成

Ａ
Ｉ
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
師
は

情
報
を
批
判
的
に
吟
味
す
る
重
要
性
を
生
徒

に
繰
り
返
し
伝
え
て
い
る
。

　
山
田
先
生
は
、
担
当
す
る
国
語
の
授
業
で
、

『
山
月
記
』
の
タ
イ
ト
ル
の
由
来
を
問
い
に

し
た
。
考
察
の
方
法
の
１
つ
と
し
て
生
成
Ａ

Ｉ
を
利
用
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
見
当
違
い
な
回

答
が
出
て
き
た
。
そ
こ
で
山
田
先
生
は
、「
君

た
ち
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
頼
り
に
し
て
い

る
け
れ
ど
、
出
て
く
る
情
報
は
必
ず
し
も
正

し
い
と
は
限
ら
な
い
。
情
報
を
う
の
み
に
せ

ず
、
自
分
の
知
識
や
思
考
力
、
洞
察
力
を
働

か
せ
て
、
正
し
く
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
必
要
だ
よ
」
と
伝
え
た
。

　「
生
徒
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
す
べ
て
答

え
が
あ
る
と
考
え
が
ち
で
す
が
、情
報
を
読
み

解
く
た
め
の
自
身
の
知
性
を
高
め
る
必
要
性

を
実
感
さ
せ
る
こ
と
を
、学
び
の
意
欲
を
高
め

る
上
で
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
」（
山
田
先
生
）

　
進
路
指
導
課
長
の
瀬
田
幸
一
郎
先
生
は
、

担
当
す
る
化
学
の
授
業
で
、
実
験
前
に
測
定

デ
ー
タ
の
仮
説
を
立
て
さ
せ
て
い
る
。

　「
実
験
の
結
果
、
仮
説
と
異
な
る
デ
ー
タ

が
出
た
場
合
、
仮
説
に
問
題
が
あ
っ
た
の
か
、

実
験
に
不
備
が
あ
っ
た
の
か
な
ど
を
考
え
さ

せ
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
を
批
判
的
に
見
る
姿

勢
を
育
成
す
る
こ
と
は
、
情
報
や
デ
ー
タ
を

扱
う『
み
ま
さ
か
学
』に
も
つ
な
が
る
と
思
っ

て
い
ま
す
」

　
ど
の
教
師
も
情
報
・
デ
ー
タ
を
利
活
用
で

き
る
よ
う
、
校
内
の
チ
ャ
ッ
ト
に
「
授
業
改

善
」
の
ス
レ
ッ
ド
を
設
け
、
情
報
・
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
盛
ん
に
共
有
し
て
い
る
。
教
科
独
自
の
ス

レ
ッ
ド
を
設
け
る
理
科
で
は
、
指
導
案
を
投

稿
し
て
助
言
を
求
め
る
と
い
っ
た
研
修
の
場

と
し
て
も
チ
ャ
ッ
ト
を
活
用
し
て
い
る
。
瀬

田
先
生
は
、
チ
ャ
ッ
ト
の
利
点
を
次
の
よ
う

に
語
る
。

　「
予
定
を
合
わ
せ
て
集
ま
っ
た
り
、
授
業

を
見
合
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
時
間
的
に
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
チ
ャ
ッ
ト
は
そ
う
し

た
制
約
が
な
く
、
気
軽
に
投
稿
で
き
る
の
で
、

教
師
間
の
や
り
取
り
が
増
え
ま
し
た
。
風
通

し
の
よ
い
職
場
づ
く
り
に
役
立
ち
、
そ
れ
が

ま
た
、
相
談
や
悩
み
の
投
稿
の
し
や
す
さ
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
環
境
を
築

い
た
こ
と
が
、
教
師
間
に
情
報
・
デ
ー
タ
の

利
活
用
が
浸
透
し
た
要
因
の
１
つ
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
（
図
４
）」

　
同
校
に
異
動
し
て
き
た
教
師
は
、
最
初
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
法
に
戸
惑
う
が
、
分
か
ら
な

い
こ
と
を
チ
ャ
ッ
ト
な
ど
で
質
問
し
な
が
ら

Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
て
い
く
。

　「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
目
ま
ぐ
る
し
く
更
新

さ
れ
る
中
、
学
校
全
体
の
情
報
活
用
能
力
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
の
平
準
化
を
図
る
こ
と

が
、
今
後
の
課
題
で
す
」（
瀬
田
先
生
）

　練習の様子を動画で撮影してフォームなどを
確認するタブレット端末の活用は、どの部にも浸
透した。ほかにも、データの収集や集計などがし
やすくなったことで、野球部は、試合のスコアや
打率、出塁率といったデータを分析し、それを基
に、顧問と部員が一緒に戦術を練るようになっ
た。野球部顧問の日

ひ

裏
うら

耕
こう

先生は、次のように語る。
　「データの分析を始めてから、生徒も私も、長打
力があるから４番、俊足だから１番といった固定
観念がなくなり、データを基に、より勝利に近づ
く方策を考えるようになりました。授業でのデー
タの活用に加えて、生徒
が日頃の生活でデータ
を役立てる意識を持つ
機会となっています」

データの活用で変わる部活動

＊学校資料を基に編集部で作成。

図４ 組織的な実践を行うための留意点

総合的な活用
授業に限らず、ホームルーム活動や進路指導、部活動、校
務など、学校生活全般でのＩＣＴの活用が重要。また、休
み時間や放課後、自宅と、いつでもどこでも、自由に使え
ることが大切。

よさを実感
教師の活用促進には、使わざるを得ない環境も大切。例え
ば、毎朝の連絡事項はスプレッドシート（＊２）で共有。
会議の資料はクラウドにアップしてペーパーレス化。校内
研修ではジャムボード（＊３）で意見を出し合う。校務
でよさが実感できれば、「よし、授業にも使ってみようか」
という気持ちにつながる。

気軽に情報共有
自分の実践や手に入れた情報は、職員室内で気軽におしゃ
べりしながら共有できる雰囲気が大切。もちろん、朝礼や
職員会議、校内研修でも共有。月１回の職員会議後にミニ
研修を実施し、教師が授業実践を発表している。

“面白そう”をすぐ実行
あれこれやってみることを大切に。若手・中堅の教師が研
究・開発し、ベテランの教師が普及。面白いことはすぐ広
がる。もちろん、管理職の理解も重要。

＊２　Google が提供する、ウェブで共同編集が可能な表計算ツール。　＊３　Google が提供する、共同編集が可能なデジタルホワイトボードツール。

情報・データの利活用
に向けた

情報モラルの
育成と

情報共有の工夫

チ
ャ
ッ
ト
で
気
軽
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を

共
有
し
、リ
テ
ラ
シ
ー
を
向
上

探
究
的
な
問
い
で

生
成
Ａ
Ｉ
の
限
界
を
知
る
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